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よ
う
や
く
秋
と
な
り
、城
跡
歩
き
に
快
適
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。移
り
行
く
自
然
を

感
じ
な
が
ら
そ
こ
に
残
る
歴
史
を
探
る
こ
と
は
城
跡
歩
き
の
醍
醐
味
で
す
が
、さ
ら
に

新
し
い
遺
構
を
発
見
し
た
時
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。た
だ
、一
方
で
時
間
内
に
全
部
図

面
を
書
け
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
も
な
り
ま
す…

。 　
　

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      　
　
　
　

学
芸
員　

秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
四
十
回

編
集
後
記

 

我
が
家
の
す
ぐ
隣
に
水
無
川
と
い
う

川
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
の
と
お
り
普

段
は
水
が
無
く
て
、
雨
が
降
っ
た
後
の

少
し
の
間
だ
け
水
が
流
れ
ま
す
。

 

私
が
小
さ
い
時
、
市（
町
）の
水
道
が

整
備
さ
れ
る
前
は
渇
水
期
に
な
る
と
、

井
戸
の
水
位
が
ポ
ン
プ
の
管
よ
り
下
に

な
り
、
水
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
近
所
の
方

か
ら
バ
ケ
ツ
で
水
を
も
ら
っ
て
、
お
風

呂
に
入
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

 

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
。
そ
れ

を
日
々
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
が

い
る
。
感
謝
感
謝
。
　
　
　
（
浮
田
）

　
広
報
あ
き
た
か
た
6
月
号
で
ゴ
ミ
の

特
集
を
し
た
時
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
大

切
さ
を
痛
感
し
、
そ
し
て
今
回
は
、
水

の
重
要
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

普
段
の
生
活
の
中
で
見
落
と
し
て
し
ま

い
が
ち
な
「
物
や
資
源
の
大
切
さ
、
重

要
さ
」
に
、
取
材
を
通
し
て
気
付
か
さ

れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
気
づ
き
は
、
人
間
と
し
て

の
幅
を
広
げ
て
く
れ
る
は
ず
。
仕
事
に

取
り
組
む
中
で
人
間
的
に
も
成
長
で
き

る
な
ん
て
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る

な
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。
　
（
稲
田
）

　
深
瀬
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
は
、
子
ど

も
た
ち
の
踊
り
は
か
わ
い
く
、
大
人
た

ち
の
踊
り
は
キ
レ
が
あ
っ
て
と
て
も
見

応
え
が
あ
り
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で

元
気
に
な
れ
る
深
瀬
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
を
、
ま
た
見
に
行
き
た
い
で
す
。

（
田
村
）

立
地
：
本
郷
と
矢
賀
の
間
、神
楽
門
前
湯
治
村
の
裏
山

に
あ
り
ま
す
。川
井（
北
広
島
町
）方
面
へ
繋
が

る
道
を
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
が
、向
か
い
合
う

山
上
に
は
高
城（
日
野
原
城
）が
あ
り
、何
ら
か

の
関
係
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

歴
史
：
こ
の
あ
た
り
が
本
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
江
戸
中

期
の
記
録
に
城
名
は
あ
る
も
の
の
、城
主
等
は

不
明
で
す
。た
だ
大
正
時
代
の『
高
田
郡
誌
』に
、

城
主
が
松
平
左
衛
門
と
あ
り
ま
す
。「
松
」又
は

「
松
平
」と
い
う
姓
の
毛
利
家
臣
は
見
当
た
ら
な

い
の
で
、誤
記
か
毛
利
氏
支
配
以
前
の
領
主
の

城
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、こ
の
頃
の
本
村
の

歴
史
は
文
献
上
で
は
不
明
で
、推
測
の
域
を
出

ま
せ
ん
。

城
跡
：
城
域
は
Ⅰ
と
Ⅱ
、そ
し
て
今
回
新
た
に
確
認
し

た
Ⅲ
の
３
ヶ
所
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。Ⅰ
は
Ａ

を
中
心
に
鋭
い
切
岸
と
堀
切
で
守
り
を
固
め
て

お
り
、明
確
に
形
状
を
残
し
て
い
ま
す
。一
方
、

Ⅱ
と
Ⅲ
は
そ
れ
ほ
ど
軍
事
性
の
高
い
構
造
で
は

な
く
、不
明
瞭
な
遺
構
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

考
察
： 

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
向
を
向
い
て
い

る
よ
う
で
、一
つ
の
城
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
遺
構
の
状
況
か
ら
、Ⅰ
は
完

成
度
が
高
く
、Ⅱ
と
Ⅲ
は
未
完
成
の
よ
う
に
も

見
え
ま
す
。た
だ
Ⅰ
に
は
本
来
背
後
に
作
る
堀

切
が
先
端
に
あ
り
、さ
ら
に
北
側
の
土
橋
に
は

片
側
し
か
堀
切
が
な
い
な
ど
疑
問
も
多
く
、謎

の
多
い
城
跡
で
す
。

じ
ょ
う

《
八
千
代
町
佐
々
井
》

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

丹
蔵
城

た
ん

ぞ
う

じ
ょ
う

《
美
土
里
町
本
郷
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
２
８
６
ｍ

比
高
／
１
９
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定
、城
主
／
不
明

所
要
時
間
／
神
楽
門
前
湯
治
村
か
ら
30
分

丹蔵城遠望（西側より撮影） 城の面影を残すＡの斜面（西側より撮影）

丹蔵城略測図（作図　秋本哲治）

周辺位置図
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吉
田
地
区

岩
田　

隆
幸
（
多
治
比
１
８
７
２
番
地
：

電
話
４
２

－

３
２
１
７
）

津
々
羅
・
室
坂
・
川
原
・
中
馬
河
内
・
於
手
保
・
日

南
・
隠
地
・
千
川
・
市
場
上
・
市
場
中
・
久
保
地
・

甲
田
・
中
原

柿
上　

正
博
（
相
合
１
８
２
７
番
地
：

電
話
４
２

－

３
７
０
１
）

沖
原
・
西
浦
上
・
西
浦
下
・
相
合
１
・
相
合
２
・
相

合
３
・
相
合
４
・
後
相
合
・
山
部
・
印
内

水
重　

克
幸
（
常
友
１
２
７
０
番
地
３
：

電
話
４
２

－

０
０
１
４
）

左
円
・
上
迫
・
下
迫
・
大
賀
屋
・
新
町
・
西
土
手
・

二
丁
目
・
三
丁
目
・
川
手
・
川
向
１
・
川
向
２
・
四

丁
目
上
・
四
丁
目
中
・
四
丁
目
下
・
五
丁
目
上
・
五

丁
目
中
・
五
丁
目
下
・
高
樋
・
大
浜
・
内
堀
・
外
堀
・

四
軒
屋
・
柳
原
・
柿
原
・
古
市
・
下
国
司
・
上
国
司
・

太
郎
丸
・
一
丁
目
・
浄
安
寺
東
・
浄
安
寺
西
・
青
迫

牧
原　

昭
男
（
常
楽
寺
４
５
８
番
地
：

電
話
４
３

－

０
２
１
８
）

常
友
日
南
・
常
楽
寺
・
下
新
屋
郷
・
上
新
屋
郷
・
山

手
沖
・
坂
巻
・
徳
田
・
山
手
日
南
上
・
山
手
日
南
下
・

山
手
中
・
山
手
西

金
田　

春
登
（
中
馬
１
０
８
番
地
：

電
話
４
３

－
１
５
７
２
）

廣
政　

康
洋
（
中
馬
２
６
２
番
地
：

電
話
４
３

－
０
４
５
１
）

下
中
馬
下
・
下
中
馬
上
・
上
中
馬
・
宮
之
城
・
本
谷

上
・
本
谷
中
・
本
谷
下

【
会
長
】

村
上　

一
夫
（
竹
原
１
３
４
８
番
地
：

電
話
４
３

－

０
８
５
６
）

上
竹
原
・
下
竹
原
・
上
福
原
・
下
福
原
・
甲
元
・
上

小
山
・
下
小
山

横
見　

義
博
（
上
入
江
１
３
６
８
番
地
：

電
話
４
３

－

０
６
８
７
）

上
市
・
下
市
・
十
念
・
横
山
・
入
江
沖
・
久
保
・
小

草
・
石
原
・
下
入
江
向
桂
１
・
中
束
向
桂
２
・
長
屋

イ
・
長
屋
ロ
・
長
屋
ハ
・
桂
市
峠
・
表
桂
井
山
・
高

野
・
谷
桂

八
千
代
地
区

見
之
越
岩
八
（
佐
々
井
９
８
２
番
地
：

電
話
５
２

－

２
６
３
０
）

上
谷
・
山
梨
・
北
原
・
日
南
・
化
正
面
・
下
と
き
わ
・

上
と
き
わ
・
大
ま
き
・
上
恩
地
・
下
大
又
・
上
大
又
・

水
無
・
五
郎
丸
・
下
佐
々
井
・
門
出
・
谷
ノ
城
・
中

佐
々
井
・
安
森
・
上
佐
々
井

祖
田　
　

仁
（
上
根
８
３
７
番
地
１
：

電
話
５
２

－

２
１
６
９
）

黒
瀬
・
下
土
師
上
・
下
土
師
中
・
下
土
師
下
・
宮
の

下
・
宮
の
上
・
古
屋
・
国
安
・
中
の
谷
・
実
宗
・
出

口
東
・
出
口
西
・
寺
の
下
・
高
平
寺

【
会
長
職
務
代
理
】

冨
田　

秀
治
（
上
根
１
５
７
番
地
：

電
話
５
２

－

３
４
５
９
）

末
石
・
日
南
下
・
日
南
中
・
日
南
上
・
市
下
・
市
裏
・

市
表
・
土
井
・
余
井
・
平
原
・
本
郷
・
根
の
谷

美
土
里
地
区

岩
倉　

信
之
（
横
田
４
２
１
２
番
地
：

電
話
５
４

－

０
４
１
４
）

重
信
隠
地
・
重
信
日
南
・
清
田
・
竹
之
内
・
下
市
・

上
市
・
下
日
南
・
上
日
南
・
岡
の
原
・
横
呂
・
隠
地
・

川
撫
・
向
井
・
奈
良
谷
・
瀬
木
・
鳥
信

六
箱　

靜
夫
（
横
田
２
９
６
５
番
地
：

電
話
５
４

－

０
５
２
７
）

戌
谷
・
寺
川
・
岩
倉
・
宝
前
・
原
・
矢
賀
上
・
矢
賀

下
・
高
浜
・
砂
金
・
鉄
井
・
橋
上
・
上
河
内

津
田　

義
則
（
本
郷
３
２
９
８
番
地
：

電
話
５
４

－

０
９
７
８
）

増
屋
・
広
森
・
有
藤
・
小
谷
・
引
地
・
中
原
・
道
円

田
・
塩
瀬
下
・
塩
瀬
日
南
上
・
亀
谷

清
水　

一
彦
（
桑
田
７
１
２
番
地
１
：

電
話
５
５

－

０
１
６
４
）

上
市
・
中
市
・
下
市
・
石
丸
・
大
所
・
智
教
寺
・
上

青
・
中
青
・
下
青
・
程
原
・
出
店

桑
原　
　

博
（
北
７
１
７
番
地
１
：

電
話
５
５

－

０
４
４
８
）

栃
木
・
市
・
下
叶
口
・
上
叶
口
・
上
郷
・
山
田
・
下

郷
・
中
北
陰
地
下
・
中
北
陰
地
上
・
中
北
日
南
上
・

中
北
日
南
下
・
叶
谷
・
貝
原
・
雁
子
原
・
畠
田
迫
・

下
北
陰
地
・
九
文
久

境
江　

芳
暢
（
桑
田
９
０
８
番
地
：

電
話
５
５

－

０
１
２
５
）

山
崎
・
助
実
・
是
光
・
日
南
・
下
音
地
・
上
音
地
・

上
城
・
塩
貝
・
下
黒
滝
・
上
黒
滝

高
宮
地
区

上
田　

弘
明
（
原
田
２
９
８
６
番
地
：

電
話
５
７

－

１
２
９
６
）

す
だ
れ
・
切
田
・
深
渡
・
中
原
・
塔
ヶ
峰
・
上
沖
城
・

下
沖
城
・
上
城
・
土
居
谷
・
宍
戸
城
・
細
河
内
・
東

城
・
後
岡
城
・
日
南
側

秋
國　
　

満
（
来
女
木
１
３
９
５
番
地
：

電
話
５
７

－

１
４
１
５
）

茂
谷
・
仲
仙
道
・
後
迫
・
常
広
・
宮
迫
・
向
原
・
行

田
・
来
女
木
市

田
中　

秀
之
（
船
木
３
０
３
２
番
地
：

電
話
５
７

－

０
９
０
４
）

土
居
之
内
・
田
屋
郷
・
下
用
地
・
上
用
地
・
叶
谷
日

原
・
中
之
郷
・
下
福
田
・
上
福
田
・
島
之
尾
・
水
谷

松
之
尾
・
下
船
木

山
岡　

誠
治
（
佐
々
部
６
１
５
番
地
：

電
話
５
７

－

０
６
２
２
）

門
田
・
後
側
・
前
川
・
五
十
貫
部
・
上
野
吉
広
・
志

部
府
・
竹
部
迫

信
上　

陽
子
（
佐
々
部
２
３
１
４
番
地
：

電
話
５
７

－

０
７
６
３
）

野
部
・
上
式
敷
・
下
式
敷
・
信
木
・
所
木
・
三
田
谷
・

三
田
林
・
上
梶
矢
・
下
梶
矢

吉
岡　

秀
美
（
羽
佐
竹
１
４
５
０
番
地
７
：

電
話
５
７

－

０
８
２
６
）

野
々
原
・
上
羽
佐
竹
・
中
羽
佐
竹
・
下
羽
佐
竹
・
原
山

谷
川　

正
博
（
房
後
１
０
８
番
地
１
：

電
話
５
７

－

０
６
５
９
）

上
仁
王
丸
・
下
仁
王
丸
・
山
田
・
柆
原
１
・
柆
原
２
・

下
房
後
・
勘
部
・
新
迫
・
表
郷
・
房
後
柆
原

湯
浅　

文
夫
（
川
根
２
６
５
０
番
地
：

電
話
５
８

－

０
１
０
３
）

上
竹
貞
・
下
竹
貞
・
下
川
根
・
山
根
・
直
会
・
谷
口
・

下
宮
・
田
草
・
行
部
・
薬
師
・
亀
谷
・
二
重
谷
・
栃

原
・
篠
原
・
歌
ヶ
谷
・
杉
の
原

甲
田
地
区

重
光　
　

清
（
下
小
原
１
８
３
番
地
：

電
話
４
５

－

３
９
４
２
）

蔭
近
・
上
山
田
・
中
山
田
・
古
神
出
・
飛
貞
・
高
柳
・

土
居
迫
・
鳥
居
迫
・
宮
崎
・
表
長
見
山
・
内
長
見
・

長
見
山
・
青
迫
・
祇
園
迫
・
則
長
・
川
本
・
高
屋
・

市
ヶ
原
上
組
・
市
ヶ
原
下
組　
　

沖
田　

良
次
（
下
小
原
６
８
４
番
地
：

電
話
４
５

－

３
３
９
２
）

尾
首
・
建
光
・
古
旗
・
寺
元
・
中
合
・
上
正
覚
・
下
正

覚
１
・
正
覚
・
中
正
覚
・
下
吉
田
口
・
上
吉
田
口
・
大

津
谷
・
観
音
・
大
谷
・
隠
地
・
上
法
恩
地
・
下
法
恩
地

武
添　

吉
丸
（
高
田
原
４
８
番
地
：

電
話
４
５

－

２
４
２
９
）

上
高
地
・
中
高
地
・
下
高
地
・
大
土
山
・
上
長
屋
・

下
長
屋
・
胡
子
・
末
広
・
中
組
・
上
寺
・
下
寺
・
春

日
・
上
組
・
智
徳
・
沖
組
・
筒
ヶ
瀬
・
駅
前
通
・
東

本
通
・
西
本
通
・
中
央
通
・
平
佐
・
瀬
戸
・
倉
内

堀
川　

和
之
（
高
田
原
１
６
３
１
番
地
４
：

電
話
４
５

－

２
３
８
４
）

井
才
田
・
花
の
木
・
上
市
・
本
町
・
下
市
・
中
市
・

大
道
地
・
江
田
・
中
央

反
田　
　

勉
（
上
甲
立
１
６
０
７
番
地
：

電
話
４
５

－

２
６
８
８
）

大
城
・
西
の
谷
・
中
条
・
中
迫
・
下
城
・
向
組
・
吉

原
・
金
口
・
浜
田
・
大
浜
・
城
山
・
田
口
・
加
屋
・

余
谷
・
紅
原

土
本　

義
雄
（
下
甲
立
７
１
９
番
地
１
：

電
話
４
５

－

２
８
３
３
）

上
庄
・
道
木
・
今
井
谷
・
下
庄
・
久
保
田
・
田
中
・

大
坪
・
火
の
谷
・
船
津

向
原
地
区

田
槙　

憲
司
（
長
田
２
２
７
８
番
地
：

電
話
４
６

－

３
８
１
７
）

長
田
１
区
・
長
田
２
区
・
長
田
３
区
・
長
田
４
区
・

長
田
５
区
・
長
田
６
区
・
長
田
７
区
上
・
長
田
７
区

下
・
長
田
８
区

高
松　

忠
夫
（
保
垣
５
９
２
番
地
２
：

電
話
４
６

－

３
２
５
８
）

有
留
１
区
・
有
留
２
区
・
有
留
３
区
・
有
留
４
区
・

有
留
５
区
・
有
留
６
区
・
有
留
７
区
・
保
垣
１
区
・

保
垣
２
区
・
保
垣
３
区
・
保
垣
４
区
・
保
垣
５
区

林　
　
　

悟
（
戸
島
３
５
１
１
番
地
：

電
話
４
６

－

２
７
０
５
）

戸
島
１
区
・
戸
島
２
区
・
戸
島
３
区
・
戸
島
４
区
・

戸
島
５
区
・
戸
島
６
区
・
戸
島
７
区
上
・
戸
島
７
区

下
・
戸
島
８
区
・
戸
島
９
区

信
川　

進
吾
（
坂
１
８
９
９
番
地
：

電
話
４
６

－

２
４
３
７
）

坂
４
区
・
坂
５
区
・
坂
６
区
・
坂
７
区
・
坂
８
区
上
・

坂
８
区
下
・
坂
９
区
・
坂
10
区
・
坂
11
区
・
坂
12
区

末
兼　

康
弘
（
坂
６
６
４
２
番
地
１
：

電
話
４
６

－

２
６
２
０
）

坂
１
区
・
坂
２
区
駅
通
り
・
坂
２
区
本
通
上
・
坂
２

区
本
通
下
・
坂
３
区
・
坂
13
区
・
坂
14
区
・
坂
15
区
・

坂
16
区
・
坂
17
区

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

安
芸
高
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
は
、
い
ず
れ
の
選
挙
区

も
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
は
、
選
挙
区
選
出
、
議
会
等
か
ら
の
推
薦
、
あ
わ
せ
て
36
名
の
方

が
農
業
委
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。農
業
委
員
お
よ
び
担
当
地
区
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
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保
守
点
検

　
浄
化
槽
の
故
障
は
な
い
か
、
正
常

に
設
備
が
稼
動
し
て
い
る
か
を
点

検
・
調
整
を
す
る
。（
回
数
は
処
理

方
式
及
び
人
槽
に
よ
り
異
る
。）

清
掃

　
浄
化
槽
内
に
堆
積
し
た
汚
泥
等
を

抜
き
取
る
作
業
、
単
位
装
置
及
び
付

属
機
器
類
の
洗
浄
、
掃
除
、
点
検
を

行
う
。（
回
数
は
処
理
方
式
及
び
人

槽
に
よ
り
異
る
。）

法
定
検
査

　
浄
化
槽
の
水
質
・
保
守
点
検
・
清

掃
に
関
す
る
検
査
。（
年
1
回
）
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「
今
回
ひ
ょ
っ
と
こ
大
賞
を
受
賞

で
き
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
頑

張
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
」

　

と
、
語
る
の
は
深
瀬
ひ
ょ
っ

と
こ
同
好
会
会
長
の
浅
井
澄
夫

（
67
）
さ
ん
。

「
大
人
な
ら
隊
列
を
崩
さ
ず
踊
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
は
そ
れ
が
難
し
い
。
で
も
、
深

瀬
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会
の
子
ど
も

た
ち
は
、
上
手
に
踊
っ
て
く
れ
ま

し
た
」

8
月
3
日
（
土
）、
宮
崎
県
日

向
市
で
開
催
さ
れ
た
日
向
ひ
ょ
っ

と
こ
夏
祭
り
で
、
深
瀬
ひ
ょ
っ
と

こ
同
好
会
が
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
は

全
国
か
ら
ひ
ょ
っ
と
こ
愛
好
者
が

集
ま
る
大
会
で
、
今
年
は
１
０
１

チ
ー
ム
、
約
二
千
人
が
参
加
。
深

瀬
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会
が
踊
り
を

披
露
し
た
際
、
隊
列
の
美
し
さ
に

観
客
か
ら
も
歓
声
が
起
こ
っ
た
、

と
浅
井
さ
ん
は
言
い
ま
す
。ま
た
、

基
本
動
作
の
正
確
さ
、
踊
り
の
キ

レ
、あ
る
程
度
の
踊
り
手
の
人
数
、

豊
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
力
が
な

い
と
、
全
国
大
会
で
入
賞
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
点

も
、
深
瀬
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会
は

高
い
評
価
を
得
た
の
で
し
ょ
う
。

　

13
年
前
。
当
時
深
瀬
振
興
会
の

会
長
を
し
て
い
た
浅
井
さ
ん
は
、

何
か
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の

は
な
い
か
と
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
三
次
き
ん
さ
い
祭
り
で
見
た

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
に
惹
か
れ
て
、

深
瀬
で
も
始
め
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
た
め
し
に
吉
田
町
の
商
工
会

青
年
部
が
踊
る
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

の
ビ
デ
オ
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に

見
せ
た
と
こ
ろ
、
お
も
し
ろ
い
か

ら
や
ろ
う
、
と
盛
り
上
が
り
、
こ

う
し
て
深
瀬
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会

は
発
足
し
た
そ
う
で
す
。

「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
始
め
た
当

初
は
、
た
だ
滑
稽
な
踊
り
を
す
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
ビ
デ
オ
で
全
国
大
会
の

審
査
を
し
て
い
る
日
向
市
の
橘

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
保
存
会
の
キ
レ

の
あ
る
踊
り
を
見
た
と
き
に
、
こ

れ
は
い
い
と
思
い
、
こ
ん
な
踊
り

を
踊
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」

　

そ
れ
か
ら
は
、
橘
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
保
存
会
の
踊
り
を
参
考
に

し
、
よ
り
魅
力
あ
る
踊
り
を
目
指

し
た
深
瀬
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会
。

現
在
月
2
回
の
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
際
も
橘
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
保
存
会
の
ビ
デ
オ
を
見
て

練
習
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
に
よ
っ
て
深

瀬
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

深
瀬
と
い
え
ば
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
、
と
い
う
風
に
各
地
に
知
れ

渡
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
で
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い

と
い
う
想
い
は
同
好
会
の
み
ん
な

が
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

　

深
瀬
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会
に
は

深
瀬
以
外
の
地
域
の
人
た
ち
も
参

加
し
て
お
り
、
深
瀬
の
み
に
と
ど

ま
ら
な
い
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
深
瀬
に
限
ら
ず
、
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
が
好
き
な
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
く
れ
る
の
は
と
て
も
よ
い

こ
と
だ
、
と
語
る
浅
井
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
な
期
待
を
抱
い
て
い
る

そ
う
で
す
。

「
深
瀬
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会
に
は

若
い
人
た
ち
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
が
後
継
者
と

な
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
続

け
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

昨
年
銀
賞
、
今
年
は
ひ
ょ
っ
と

こ
大
賞
を
受
賞
と
い
う
こ
と
で
、

も
う
下
手
な
踊
り
は
で
き
な
い
、

と
笑
う
浅
井
さ
ん
。こ
れ
か
ら
も
、

素
敵
な
踊
り
で
多
く
の
人
た
ち
を

笑
顔
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

甲田町小原土地改良区　竹島　次郎さん

　甲田町小原地区の圃場基盤整備事業の事務局長を、平成16年4月から平成25年3
月まで務められ、農業法人の設立と農地の集団化に尽力されるとともに、甲立土地改
良区の地元負担金軽減対策事業にも取り組まれました。
　その功績が認められ、この度、表彰を受けられました。おめでとうございます。

中国四国農地集団化協議会会長表彰

見
て
い
る
人
を
笑
顔
に
、

地
域
を
元
気
に
す
る
踊
り

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
全
国
大
会
優
勝

深
瀬
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会
会
長　

浅
井
澄
夫
さ
ん
（
甲
田
町
）

八千代町下根の夏祭りでひょっとこ踊りを披露
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第 回

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
効
果

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
意
味
を
広
辞
苑

で
調
べ
る
と
、「
歩
く
こ
と
」、
特
に
「
健

康
増
進
や
運
動
の
た
め
に
歩
く
」
と
い
う

事
で
す
。
歩
く
と
い
う
人
間
の
基
本
動
作

を
使
っ
た
誰
に
で
も
出
来
る
運
動
で
す
。

暴
飲
暴
食
や
運
動
不
足
に
よ
り
、
体
に
溜

ま
っ
た
皮
下
脂
肪
や
内
臓
脂
肪
を
燃
や
す

こ
と
が
で
き
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
や
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
効
果
も
期
待
出
来

ま
す
。「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
手
軽
に
出

来
る
有
酸
素
運
動
で
あ
り
、
脂
肪
燃
焼
効

果
が
あ
り
、
健
康
を
維
持
す
る
に
は
絶
好

の
運
動
で
す
。

　

我
が
国
は
、
長
寿
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
給
付
費

(

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
年
金)

へ
の
公
費

投
入
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
政
府

は
２
０
０
９
年
〜
２
０
１
２
年
の
4
年
間

の
増
加
分
は
9
兆
５
、０
０
０
億
円
と
し

て
い
ま
す
。
一
年
間
で
お
よ
そ
2
兆
円
増

加
し
た
事
と
な
り
、
今
後
も
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
政
府
に
お
い

て
、
現
行
の
消
費
税
5
％
を
3
％
引
き
上

げ
て
8
％
に
す
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
府
に
よ
れ
ば
、
1
％
は
社
会
保
障

の
充
実
の
た
め
に
使
用
す
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
問
題
の
解
決
に
は

至
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
障
の
安
定
化
を
図

り
、
現
在
の
社
会
保
障
制
度
を
守
る
た
め

に
は
、
5
％
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
行
く
と
、

貴
重
な
税
金
の
多
く
を
、
社
会
保
障
を
維

持
す
る
経
費
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
今
後
、
国
・
県
・
地
方
行
政

に
お
い
て
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保
を
す

る
に
は
、
福
祉
・
医
療
に
係
る
経
費
の
抑

制
を
す
る
こ
と
が
、
必
要
不
可
欠
で
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　

安
芸
高
田
市
で
は
、
市
民
の
健
康
維
持

は
無
論
の
事
、
増
大
す
る
医
療
費
を
抑
制

す
る
た
め
、今
年
度
の
主
要
事
業
と
し
て
、

「
健
康
倍
増
計
画
」
を
実
施
し
市
民
の
皆

様
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。特
に
、

生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂

質
異
常
症
）予
防
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
、

ス
ト
レ
ス
解
消
の
対
策
と
し
て
、
市
民
の

皆
様
の
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
事
を
目

的
に｢

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ｣

を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
一
日
の

目
標
歩
数
を
「
一
万
歩
」
と
し
て
い
ま
す
。

人
は
一
分
間
に
１
０
０
歩
ほ
ど
歩
く
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、「
一
万
歩
」
達
成

の
た
め
に
は
概
ね
１
０
０
分
歩
く
事
と
な

り
ま
す
。
専
門
家
の
話
で
は
、一
日「
一
万

歩
」
を
2
週
間
継
続
す
る
と
、
脂
肪
が
1

㎏
減
少
す
る
そ
う
で
す
。
一
日「
一
万
歩
」

は
、
日
常
生
活
の
中
で
少
し
工
夫
を
す
れ

ば
、
無
理
せ
ず
達
成
で
き
る
数
値
だ
と
思

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
毎
日
の
生
活
の
中
に

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
取
り
入
れ
て
頂
き
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か
な
人
生
を

送
っ
て
頂
き
た
い
、
と
私
は
思
い
ま
す
。

通
常
の
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
主
に
下
半

身
を
鍛
え
ま
す
が
、
上
半
身
を
も
鍛
え
た

い
人
や
関
節
へ
の
負
担
を
軽
減
し
た
い
人

に
は
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

も
お
勧
め
で
す
。い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
健
康
管
理
が
今

後
の
安
芸
高
田
市
の
健
全
な
市
政
の
運
営

に
欠
か
せ
な
い
事
は
確
か
で
す
。

62

6
月
か
ら
7
月
に
実
施
し

ま
し
た
総
合
健
診
に
は
、
全

体
で
３
，
１
０
０
名
の
受
診

が
あ
り
ま
し
た
（
高
宮
町
４

９
５
名
、
美
土
里
町
２
６
３

名
、
八
千
代
町
３
２
３
名
、

向
原
町
４
４
５
名
、
甲
田
町

６
０
６
名
、
吉
田
町
９
６
８

名
）。

　

検
診
結
果
で
精
密
検
査

が
必
要
と
な
っ
た
人
の
割

合
は
、
胃
が
ん
検
診
が
9
・

8
％
と
一
番
多
く
、
次
い

で
前
立
腺
が
ん
検
診
の
7
・

8
％
、大
腸
が
ん
検
診
の
７
・

7
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期

治
療
の
た
め
に
、
1
年
に
1

回
は
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
精
密
検
査
が

必
要
と
な
っ
た
方
は
、
早
め

に
受
診
し
早
期
治
療
に
つ
な

げ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
総
合
健
診
に
お
け
る
が
ん
検
診

受
診
者
数
及
び
要
精
密
検
査
者
数
の
報
告

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
３
３

胃がん 子宮がん 前立腺がん 大腸がん 乳がん 肺がん 結 核
受 診 者 数 1,715 893 720 2,192 1,085 2,495 2,206 
要精密検査者数 168 17 56 168 25 93 103 
要 精 検 率 9.8 1.9 7.8 7.7 2.3 3.7 4.7 
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　乳児のお乳の哺乳量や離乳食の進み具合、幼児の食生
活での量や栄養など、食欲の秋に限らず、不安や心配が
多いようです。
　お子さんの成長や食事をする際の咀

そ

しゃく（口の中で
食べ物をよく噛み砕き、味わうこと）や嚥

えん

下
げ

（口の中の
物を飲み下すこと）の機能に併せて、食事の形態を変え
ていくことが大切です。お子さんの口の中の発達を知り
少食や丸飲み等を防いでみましょう。

★4～5か月のころ（離乳準備期）
　なんでも口に入れてみたい時期です。舌は前後運動が
中心で、野菜の上澄みや果汁などスープ状のものをペ
チャペチャと飲み込むことができます。
★5～6か月のころ（離乳初期）
　唇が閉じられるようになり、おかゆやヨーグルト状の食
べ物を“ごっくん”と飲み込みます。
★7～8か月のころ（離乳中期）
　口をしっかり閉じて唇や舌を上手に上下に動かして豆腐
やプリン状の食べ物を押しつぶして“もぐもぐ”して飲み
こみます。急いで硬くするのは控えましょう。この頃は「マ」
や「バー」といった言葉を発するようになります。
★9～11か月のころ（離乳後期）
　この時期になると、舌が上下左右に動き歯ぐきでつぶ
せる固さのバナナなどの食べ物を一口量ほどかじりとり
歯ぐきで“カミカミ”して飲みこみます。カミカミを促
し丸飲みしないように気をつけましょう。上前歯に舌を
押し当てて発する「タ」や「ダ」を言い始めます。
★12～18か月のころ（離乳完了期）
　食べ物を口へ詰め込んだり食べこぼしたりしながら、
腕、手、指を使い口へつながる動きを覚え、肉団子やハ
ンバーグ等を歯で“カミカミ”して飲み込みます。
※歯の生え始めは個人差があります。お口の中を確認し
ながら食べ物の固さや大きさを変えましょう。

≪離乳食の進め方≫
　　　　　離乳の開始 離乳の完了

※乳幼児期の食事は個人差がとても大きいので、無理強
いをせず、あせらずゆっくりと確実に進めていくこと
が大切です。育児相談や乳幼児健診、すくすく教室・
のびのび教室などに参加してお子さんの成長に応じた
食事を進めるとともに、食事は楽しく食べることをこ
ころがけましょう。

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

10月22日（火）
（10:00～12:00）

中央保健
センター
３階

第１回「マタニティーライフを
　　　楽しもう!!」
★妊娠中から始めるエクササイ
ズで骨盤ケア♪
★ママの変化とベビーの成長♪
★健やかな妊婦生活♪
★知っておきたい安芸高田市の
制度や母子保健事業♪

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は
11月19日（火）≪骨盤ケアエクササイズ、妊娠期・授乳期
のママの栄養とデンタルケア≫を予定しています。
※予約先：保健医療課　 42-5633

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

10月
４日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※4か月児相談、2歳6
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：4か月児相談は平
成25年6月生まれ。

2歳6か月児相談は平成
23年4月生まれ。

※内容：身体計測・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

10月
11日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

10月
18日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

お口の発達にあわせて離乳食をすすめましょう！

【乳幼児健康教室】
すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

10月25日（金）　　　　
10：00～11：30

中央保健
センター
　３階

10月18日

～

10月24日

★生後５か月児～
１歳６か月児と
その家族

お茶・タオル

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

10月16日（水）　　　　　　
10：00～13：30

クリスタル
アージョ　
１階　調理室

10月８日

～

10月15日

★１歳７か月児
～未就学児と
その家族

エプロン　　
　（親子とも）
タオル
参加費300円

のびのび教室　～親子でクッキング～
★一緒に料理にチャレンジしてみよう！★
　親子で一緒に料理を作ります。いろいろな料理にチャレンジしながら、「お
いしい！楽しい！うれしい！」を感じ食べることの大切さをみつけましょう。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42 ｰ 5633）へお申し込み
ください。

生後５、6か月頃 ７、８か月頃 ９～11か月頃 12～18か月頃
食事の目安
（調理形態）

なめらかに
すりつぶし
た状態
（ヨーグル
トくらい）

舌でつぶせ
る固さ
（豆腐くら
い）

歯ぐきでつ
ぶせる固さ
（バナナく
らい）

歯ぐきでか
め る 固 さ
（肉団子く
らい）
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は30分程度ですが、人数により時間延
長する場合がありますのでご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを
連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
10月10日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　０歳

10月17日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　１歳

10月24日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　２歳児～４歳児

月日・受付時間 対　　象 会　場
10月３日（木）
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H22年4月生まれ

中央保健
センター

10月10日（木）
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H24年3月生まれ

中央保健
センター

10月17日（木）
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年12月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医
療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
10月１日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放　
10月１日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 ミニミニ運動会

（保育所へ事前申込）
10月２日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放
10月３日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放
10月３日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
10月８日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
10月８日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放
10月10日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放
10月11日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

（ 園 庭 開 放 ）
10月17日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放
10月17日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放
10月17日（木）
10：00～11：30 小原保育所 人 形 劇
10月22日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
10月23日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 人 形 劇
10月25日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放
10月29日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 秋 の 散 歩
10月30日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放
10月30日（水）
10：00～11：30 小田東保育所 人 形 劇
10月31日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園
10月31日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 体 験 入 園

（ 要 申 込 ）
◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

9月16日（月）に行われた、第15回美土里こども神楽
発表大会での一コマ（関連記事17ページ）。
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レトロな車から、最新の車まで勢ぞろい
第27回ランドクルーザーズミーティング
　トヨタ製の大型四輪駆動車、ランドクルーザー。
でこぼこ道や急斜面などを走行できるように工夫
された車は、全国各地にファンがいます。
　9月14日(土) ～15日(日)、甲田町のテージャ
スランチに全国のランドクルーザーファンが集
結。みなさん自慢のランドクルーザーに乗って、
未舗装のコースを走ったり、会場にテントを張っ
てキャンプを楽しみながら盛り上がったり。ラ
ンドクルーザーファンにとって、最高の2日間と
なったことでしょう。

広島県美術展で評価された芸術作品がズラリ
新県美展　巡回展
　芸術作品の並ぶ場所。そこには、静けさの中にも
気品や華やかさが漂っています。甲田文化センター
ミューズのホールに並んだのは、県美展の入賞・入選
作品。広島県美術展で厳正なる審査を経て評価された
作品は、やはり人の目を奪います。
　8月28日（水）から9月1日（日）まで甲田文化セン
ターミューズで行われた巡回展には、安芸高田市内の
3名（作品数は4点）の入賞・入選作品も展示。訪れた方
は、市内作家の作品を始め、多くの芸術作品を身近に
感じることのできる幸せを噛みしめられたはずです。

可愛さの中に、キラリと光る舞が
第15回美土里こども神楽発表大会
　神楽の伝承に励む子どもたち。いや、ひょっとした
ら伝承という思いはほんの少しで、子どもたちは、た
だ単純に神楽を好きだからこそ舞っているのかもしれ
ません。
　9月16日(月)に、神楽門前湯治村で行われた発表大
会は、そうした思いが溢れているようでした。少し緊
張気味に舞う姿は可愛らしくもあり、そんな中にも、
時々、大人顔負けのキレのある動きを見せます。お客
さんの拍手は子どもたちの励みになり、それが伝承と
いう思いを育んでいくのかもしれません。

秋の始まりを告げる音楽の調べ
安芸高田ウインドアンサンブル　第９回定期演奏会
　肌に触れる風が、少しずつ冷たく感じられる
ようになったこの季節。秋の訪れを予感させま
す。秋といえば芸術の秋。9月15日(日)に高
宮田園パラッツォへ訪れたお客さんは、安芸高
田ウインドアンサンブルの心に響く演奏を聞い
て、その事を意識したはずです。
　演奏会では、誰もがなじみやすい曲を見事な
演奏で披露。吉田中学校吹奏楽部の出演、会場
全体で「花は咲く」を合唱するなど、大盛り上が
り。美しく楽しい音の調べを満喫しました。
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心揺さぶるまっすぐな歌声
アート・フェス
　「言葉」に「音」付け「声」にのせて「心」を届ける「歌」を歌うシン
ガー、上新功祐さんと、日本にはたった２台しかない、大変めず
らしい楽器「クラビオーラ」奏者、折重由美子さん、癒し系バンド
「こゆみこ」のメンバーである小田原政広さんによるサマーコン
サートが8月11日（日）に八千代の丘美術館で開催されました。
　クラビオーラとギターの優しい音色に癒されたかと思うと、上
新さんの軽快なトークが会場を沸かせます。そして、歌詞の意味
を噛みしめて歌う上新さんの歌に、会場全体が感動に包まれまし
た。また、第12期入館作家による新たな作品展示の鑑賞や、ギャ
ラリートークを楽しみました。

迫力のあるジャズオーケストラ
フォルテコンサート
　９月１日（日）、八千代文化施設フォルテで、廣瀬豊彦＆
ハートブレイクジャズオーケストラによるコンサートが開
催されました。普段はジャズを中心に楽曲を演奏している
ハートブレイクジャズオーケストラも、この日は親しみや
すい楽曲を中心に演奏。「また君に恋している」、「時の流れ
に身をまかせ」では、女性ヴォーカリストによる素敵な歌声
がホール内に響きわたりました。
　また、八千代町在住の上原眞由美さん、坂口政已さんが
生の演奏に乗せて自慢の歌声を披露。最後に「上を向いて歩
こう」を来場者全員で合唱し、音楽を心から楽しみました。

本格的なファミリーミュージカルに胸いっぱい
ミュージカル「アルプスの少女ハイジ」

　児童演劇会のパイオニア「劇団東少」が、歌とダンス（バレエ）と芝居で
構成する本格的なファミリーミュージカル「アルプスの少女ハイジ」。舞
台上で繰り広げられるミュージカルの世界に、大人も子どもも拍手喝采。
　8月31日。夏休み最後の土曜日。クリスタルアージョのホールは、
客席までアルプスの空気が流れ込んで来たような雰囲気に。出演者の美
しい歌声、華やかなダンス、熱のこもった演技は、観客を物語の世界に
引き込みます。公演終了後には、出演者との握手会も行われ、みなさん、
心行くまで「アルプスの少女ハイジ」を堪能しました。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成25年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

92件

3人

108人

101件

4人

147人

－9件

－1人

－39人

死 者 数

負傷者数

H25.8末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○近くでもシートベルトをしよう
◆「すぐそこまで」という気の緩みからルールを軽視し、

　重大事故が発生しています。

◆秋から年末にかけては、例年交通事故が増加する傾向にあります。

　家族の幸せを悲惨な交通事故で失わないよう、法令とマナーを遵守

し、安全運転に努めましょう。

●10月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）
　8日（火）・15日（火）・22日（火）

67

※高齢者が関係する事故が減少するなど、事故抑止に一定
の効果がみられました。
※正面衝突は増加(県内の2.4倍の頻度で発生)したほか、依
然として単独事故が多発(県内の3.8倍の頻度)しています。

　全国の防犯連合会と警察な
どが一丸となり、期間中地域
安全運動を強化します。
　この運動は、「減らそう犯
罪」県民総ぐるみ運動と連動
しており、10月11日を「減
らそう犯罪の日」に指定して
います。
　みなさんも、犯罪の無い安全で安心なまちづく
りにご協力ください。

運動の重点
１、特殊詐欺被害の防止
　　振り込め詐欺、還付金詐欺、送り付け商法な
どの相談、通報の呼びかけと、情報発信の推進

２、自転車盗の防止
　　利用者の鍵掛け、販売店への働きかけ、犯罪
の起こらない駐輪場対策の推進

３、万引きの防止
　　万引きされない店舗づくり、少年の規範意識
向上、万引きを許さない社会気運づくりの推進

全国地域安全運動の開催 10月11日(金)～20日(日)の10日間
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25

ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
８
月
15
日
夜
、
京
都
府
福

知
山
市
の
花
火
大
会
会
場
で
爆
発
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
爆
発
事
故
で
見
物
客
な
ど
56
人

の
方
が
怪
我
を
さ
れ
、
３
人
の
方
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
関
係
機
関
に
よ
り
原
因
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ガ
ソ
リ
ン
の

携
行
缶
の
取
扱
い
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
ガ
ソ
リ
ン
は
「
危
険
物
」
で
す
。
家

庭
や
地
域
の
行
事
等
で
使
用
す
る
場

合
は
、次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
給
油
・
使
用
時
は
、
火
気
や
引
火
物

の
な
い
風
通
し
の
よ
い
環
境
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
運
搬
・
保
管
時
は
、
直
射
日
光
や
発

電
機
等
の
近
く
な
ど
、
高
温
環
境
を

避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
ガ
ソ
リ
ン
は
マ
イ
ナ
ス
40
度
以
下
で

も
気
化
す
る
性
質
が
あ
り
、
内
圧
で

吹
き
出
す
場
合
が
あ
る
た
め
、
必
ず

エ
ア
調
整
ネ
ジ
を
緩
め
、
缶
内
の
圧

力
を
調
整
し
て
か
ら
開
栓
し
て
く
だ

さ
い
。

・
静
電
気
に
よ
る
引
火
を
避
け
る
た

め
、
開
栓
の
直
前
に
本
体
を
水
気
の

あ
る
床
や
地
面
に
接
地
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

・
気
化
し
た
ガ
ソ
リ
ン
は
爆
発
を
招
く

こ
と
も
あ
る
の
で
、
使
用
後
は
密
栓

し
て
く
だ
さ
い
。

・
錆
び
、
変
形
、
栓
や
空
気
穴
の
パ
ッ

キ
ン
の
劣
化
、
そ
の
他
の
破
損
が
見

ら
れ
る
携
行
缶
は
ガ
ソ
リ
ン
が
漏
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

「
知
っ
て
お
き
た
い

 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
は
、
代
表
的

な
も
の
と
し
て
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
、卵
・

ソ
バ
等
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
重

篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
。
典
型
的
な
症

状
と
し
て
は
、
じ
ん
ま
疹
・
紅
斑
・
呼

吸
困
難
・
意
識
障
害
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　
「
ハ
チ
に
刺
さ
れ
て
気

分
が
悪
く
な
っ
た
」「
食

事
を
し
た
後
に
体
全
体
に

ブ
ツ
ブ
ツ
が
で
き
た
」
な
ど
の
症
状
が

現
れ
た
ら
速
や
か
に
１
１
９
番
通
報
す

る
か
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
っ
て
心
肺
停
止
に
陥
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
エ
ピ
ペ
ン
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

自
己
注
射
製
薬
剤
）
を
医
師
か
ら
処
方

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
必
ず
救
急
隊
員

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
警
防
課
救
急
係
】

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　

危
険
物
取
扱
者
の
資
格
試
験
が
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
日

　

平
成
25
年
11
月
24
日
（
日
）

■
受
験
地

　

広
島
市
・
三
次
市

■
受
付
期
間

・
書
面
申
請

10
月
１
日
（
火
）
〜
10
月
10
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　

９
月
28
日
（
土
）
〜
10
月
７
日
（
月
）

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
（
財
）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
願
書
配
布
場
所

　

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

■
試
験
勉
強
会

　

乙
種
第
４
類
の
勉
強
会
を
、
10
月
27

日
（
日
）
に
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
に

て
行
い
ま
す
。

申
込
締
切　

10
月
25
日
（
金
）

【
予
防
課
予
防
係
】

火 災

救 急

救 助

そ の 他

3件
（27件）

119件
（960件）

0件
（10件）

4件
（24件）

８月

ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
に

適
し
た
容
器
の
例

（
金
属
製
容
器
で
あ

る
こ
と
が
必
要
）

ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
に

適
さ
な
い
容
器
の
例

（
樹
脂
製
容
器
は
火

災
危
険
が
高
い
）
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食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

○○の秋といえば？
みなさんは何を思い浮かべますか？
食欲の秋！と思った方はきっと多いはずです。
秋の恵みに感謝して秋の味覚を満喫しましょう。

なすのミートソース炒め
♪作　り　方♪

①　なすはピーラーで縞目に皮をむき、ヘタを落として縦
4～ 6等分に切り、水にさらし、水けを拭く。玉ねぎ・
にんじん・セロリ・にんにくはみじん切りにする。

②　フライパンにオリーブオイル大さじ3を熱し、なすを
しんなりするまで強火で炒め、取り出して、塩少々をふる。

③　フライパンをきれいにし、オリーブオイル大さじ1、
①のにんにく・玉ねぎ・にんじん・セロリを入れて強火
で炒め、しんなりしたらひき肉を加え炒める。

④　ひき肉がポロポロになったら、赤ワインを加えてアル
コールをとばし、Aを加え、トマトをつぶしながら炒める。

⑤　汁けがほとんどなくなったら、②のなすを戻して炒
め合わせる。（ひとり分　エネルギー：235kcal、塩分：1.0g）

実りの秋は、おいしい秋

（材料　4人分）
・合挽き肉 ………120g
・なす ……………400g
・たまねぎ ………60g
・にんじん ………40g
・セロリ …………40g
・にんにく ……1かけ
・赤ワイン …大さじ1
・トマト水煮缶 …200g
・ケチャップ …大さじ3
・塩 ………小さじ1/2
・こしょう ………少々
・オリーブオイル …大さじ4
・塩 ………………少々

安芸高田市食生活改善推進協議会　吉田支部

私たちが紹介します私たちが紹介します

今月の食
材

なすび

バランスアップ!!

移動献血のお知らせ
 （400mL献血）
・ 　10月２日（水）

　　　　　　　　　　　南条装備工業（株）
　　　　　　　　　　　八千代工場
　　　　　　　　　　　13：00 ～ 15：30
　　　　　　　　　　10月18日（金）
　　　　　　　　　　　JA広島北部本店
　　　　　　　　　　　９：30 ～ 11：15
　　　　　　　　　　　JA吉田総合病院
　　　　　　　　　　　13：00 ～ 15：30

がん対策、男女共同参画講演会
11月９日（土）
　開場12：30～　開演13：30～
安芸高田市民文化センター
　クリスタルアージョ
【講師】漫才師　宮川　花子さん
【演題】「花子流いきいきライフ」（仮）

腹八分目を
心がけて
食欲の秋を
楽しみましょう！

秋の味覚
さつまいも・きのこ・秋刀魚
栗・柿・りんご・ぶどう など

たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室
 保健医療課　 ４２－５６３３

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことがで
き、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を図ることができます。

コ ー ス 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース
（10時～11時）

体脂肪燃焼
コース

(19時～20時）

対　 象 甲田･向原
地域の方

吉田･八千代
地域の方

高宮･美土里
地域の方 市内全域

と　 き

11月４日～
　12月16日
毎週月曜日

11月７日～
　12月19日
毎週木曜日

11月８日～
　12月20日
毎週金曜日

11月７日～
　12月19日
毎週木曜日

午前10時～11時　７回コース
※希望者には無料で送迎があります。
※定員に余裕があれば対象地域以外か
らも参加できます。
ただし、送迎はありません。

午後７時～
　　　８時
７回コース

申込期間 10月３日（木）～10月20日（日）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名（定員を超える場合、新規申し込みの方を優
先とさせていただきます。）

参 加 費 2,100円（温泉プール利用料１回につき500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　 ５９－００５９

断酒会
広島断酒会ふたば会　中田克宣
090-4802-1865

※詳しい内容はお問合せください。
　10月４日（金）18：30～22：30
　ふれあいプラザ向原
　10月14日（月）13：30～15：30
　　10月25日（金）19：00～21：00
　吉田人権会館ハートプラザよしだ

　⎧
　｜
Ａ⎨
　｜
　⎩
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

お
勤
め
先
又
は
家
族
の
社
会
保
険

へ
の
加
入
や
他
の
市
町
村
へ
の
転
出

に
よ
り
安
芸
高
田
市
の
国
民
健
康
保

険
の
資
格
が
喪
失
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
安
芸
高
田
市
の
国
民
健
康
保

険
証
を
使
用
し
て
医
療
機
関
等
を
受

診
さ
れ
た
場
合
は
、
不
当
利
得
と
な

り
、
安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
が

医
療
機
関
等
に
支
払
っ
た
医
療
給
付

費
（
７
割
か
ら
９
割
）
を
安
芸
高
田

市
に
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
返
還
分
は
受
診
時
に

加
入
さ
れ
て
い
た

社
会
保
険
等
に
請

求
し
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
返
還
方
法

　

返
還
請
求
の
該
当
に
な
ら
れ
た
方

に
は
、
安
芸
高
田
市
か
ら
返
還
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
と
納
付
書
が
届
き

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
書

に
記
載
さ
れ
た
金
融
機
関
、
安
芸
高

田
市
各
支
所
又
は
本
庁
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

◆
社
会
保
険
等
へ
の
請
求
方
法　

　

返
還
金
を
納
付
後
に
安
芸
高
田
市

か
ら
『
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ

ト
）』
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
こ
の

診
療
報
酬
明
細
書
と
返
還
金
の
領
収

書
（
原
本
）
を
持
っ
て
受
診
時
に
加

入
さ
れ
て
い
た
社
会
保
険
等
に
請
求

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
証
は
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う

○
社
会
保
険
等
加
入
後
で
保
険
証
が

交
付
さ
れ
る
ま
で
に
医
療
機
関
等

を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
勤
務
先

の
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
が
変
更
に
な
っ
た
こ

と
を
受
診
さ
れ
る
医
療
機
関
等
に

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

○
社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
ま
し
た

ら
、
お
早
め
に
国
民
健
康
保
険
の

資
格
喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

資
格
喪
失
の
手
続
き
に
は
、
今
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
た
国
民
健
康
保

険
証
、
新
た
に
加
入
さ
れ
た
社
会

保
険
の
保
険
証
、
認
印
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

土
師
ダ
ム
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
ス
タ
ー

ト
と
し
、「
健
康
あ
き
た

か
た
21
」
市
民
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

　

健
康
あ
き
た
か
た
21
推

進
計
画
で
は
糖
尿
病
・
高

血
圧
・
脂
質
異
常
症
・
肥

満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
の
た
め
に
、
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
仲
間
と
楽
し
く

歩
き
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
と
と
も
に
、
身
近
な
運

動
で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
親
し
み
、
生
活
習
慣
の
中
に
取
り
い
れ
て
い
た

だ
く
一
つ
の
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

10
月
19
日
（
土
）　

午
前
9
時
〜
9
時
30
分　

受
付

　
　
　
　
　
　
　
　

 

午
前
10
時　

ス
タ
ー
ト

　

＊
集
合
場
所
：
土
師
ダ
ム
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

＊
コ
ー
ス
：
3
㎞
・
5
㎞

　

＊
参
加
費
無
料
、
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

＊
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

＊
小
雨
決
行

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
３
３

「
健
康
あ
き
た
か
た
21
」

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
後
受
診
に
つ
い
て

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 29‚335 24‚916 2

退職本人 20‚864 27‚749 20

退職扶養 27‚836 24‚380 6

全被保険者 28‚463 25‚053 3

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成25年６月診療分
一人当り医療費（単位円）
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敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

和 木 坂 優
ゆ

生
う

藤 岡 さ ち
大 内 悠

ゆ

生
き

三川 セツ子
世 良 　 績
大 内 勝 子
村 本 二 三
沖 原 弘 子
渡邉 カズコ
井 上 子
生 田 鳳 作

青 原　 眞

前 田 里 見
渡 辺 伴 造
泉 キ ク ヱ
高 杉 昭 作
亀 野 隆 之

渡邉 マサ子
大 江 敏 幸
佐々木 嵯峨六
山 田 俊 枝

谷 川 博
日之迫 正枝
竹 内 定 三

川井 カツコ
上田 ミヤコ
森 川 民 之
世木田 西枝
住 田 敏 子
山田 ハルコ
津 村 正 彦

玉 井 敬 子
德 森 彩 奈

南部 ヨシヱ
佐々木 義照
松 野 道 子
吉 野 鐵 夫
大 櫻 　 勇

土 河 咲
さ

菜
な

岩 崎 友
ゆ

奏
かな

秋 田 慈
じ

生
しょう

古 城 か お る

小 早 川 華
か

穂
ほ

平 田 　 楓
かえで

林 　 　 空
そら

吉 田 町

（男）

（女）

（男）

（女）

（女）

（男）

（女）

（女）

（男）

（男）

八千代町

高 宮 町

甲 田 町

吉 田 町
（多治比）
（多治比）
（多治比）
（ 山 手 ）
（ 山 手 ）
（ 桂 ）
（ 小 山 ）
（ 吉 田 ）
八千代町
（ 下 根 ） 

美土里町
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 生 田 ）
（ 生 田 ）
高 宮 町
（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（ 原 田 ）
（ 原 田 ）

（佐々部）
（佐々部）
（羽佐竹）
甲 田 町
（上小原）
（上小原）
（上小原）
（下小原）
（下小原）
（上甲立）
（上甲立）

（高田原）
（ 深 瀬 ）
向 原 町
（ 有 留 ）
（ 有 留 ）
（ 長 田 ）
（ 戸 島 ）
（ 坂 ）

90
83
75
75
89
86
88
91

79

91
75
83
81
76

94
77
95
94

86
81
77

91
83
86
86
90
81
54

79
14

91
77
67
100
77

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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10月21日（月）から10月27日（日）は「行政相談週間」です
　あなたの毎日の暮らしの中で、国の行政に関して、どうしたらよいかわからない、納得できない、こうしてもらいたいといったことを感じ
たことはありませんか。
　総務省の「行政相談」は、そのような苦情や意見・要望を解決するとともに、これを基に行政運営の改善につなげていく活動です。

【相談事例：バス停のある路側帯が狭く足場が不安定で危ないのですが…。

開設日以外の相談は､行政相談委員に直接相談するか､中国四国管区行政評価局（☎０８２‐２２２-１１００）行政苦情１１０番へご相談下さい。

10月  3日（木）
10月  8日（火）
10月11日（金）
10月17日（木）
10月26日（土）
10月21日（月）

10：00～15：00
 9：00～11：00
 9：00～12：00
10：00～15：00
10：00～15：00
13：00～15：00

吉田人権会館
安芸高田市役所　向原支所
美土里教育集会所
吉田人権会館
たかみや人権会館
八千代保健センター相談室

　国道の路側帯にバス停が設け
られているが、路側帯の舗装された
部分が狭いうえ、未舗装の部分に
は雑草が生えている。
　このため、バス停の利用者は、
雑草で足場が不安定な路側帯を
通ったり、雑草の生えた場所でバ
スを待ったりしなければならない。
　特に、降雨や積雪の時には危な
いので、何とかしてほしい。

相談内容

　相談を受け付けた行政相談委
員は、道路管理者に対して改善を
依頼しました。
　連絡を受けた道路管理者は、本
格的な積雪が始まる前に、路肩の
全てをアスファルトで舗装し、安全
な路肩になりました。

こう解決！開設日 開設時間 開設場所

を開設します 総務課　42－5611

改  善  前 改  善  後

バス停
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